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12月9日に行われた、名護幼稚園の生活発表会は、子どもたちの成長をとても感
じた素晴らしい発表会でした。子どもたちが司会を行い、歌やダンス、竹馬、フラフー
プ、縄跳び、オペレッタ、劇など様々な出し物を真剣に取り組んでいる姿が感動的で
あると同時に、子どもの成長は、まさに、日進月歩だと感無量になりました。
出番後には、「つかれた～」「きんちょうした～」「もっとやりた～い」と言っている子

が多くいて、どの子も精一杯やった満足感と達成感に満ちた表情でした。「幼児期ま
でに育てたい姿」が随所に見られた生活発表会だったと思います。あと3か月ほどで、1年生になる子どもた
ち。3か月でもどんどん変わっていきます。1年生に向かって成長していく姿を見るのがますます楽しみです。

12月1３日の朝の時間に、名護市と災害協定を結んでいる愛知県あま市の宝
小学校5・６年生と甚目寺小学校5年生の皆さんと本校3年3組の皆さんでオン
ラインを通してハッピートーク交流会を行いました。
始めに各学校の紹介をし、3年3組さんは、『六諭のこころ』やエイサー、学級

で取り組んでいるハッピーレターの取組などを紹介をしました。宝小からは、七宝焼きの共同制作について、甚
目寺小からは、１５０周年を迎え、時代とともに歌詞が変わった校歌の斉唱がありました。その後の、質問タイム
では、気温のことや方言についてやりとりがありました。短い時間ではありましたが、遠く離れた愛知県の子ど
もたちと共に幸せなひとときとなり、3年3組の子どもたちも「またやりた～い。」と笑顔いっぱいの朝でした。

名護小学校ホームページに

カラー版を掲載しています。

すみれ組 きれいな蝶になりました！ ゆり組 手遊びじゃんけん ポン！

ハッピーレター

質問にこたえる様子
オンラインの様子



12月５日、内閣府及び都道府県主催の障害者週間のポスター募集に
おいて、6年生の喜納雅さんの作品「その笑顔をいつまでも」が日本一と
なる最優秀賞を受賞しました。表彰式は、首相官邸で行われ、天皇皇后
両陛下のご臨席の下、岸田総理が直接、授賞されました。
表彰式後には、天皇皇后両陛下から「どのようなお気持ちで、この場面

を書かれたのですか。」とお声かけがあり、「傷害のある人も無い人も元
気で明るい環境ができたらいいないという思いで書きました。」と応えた
そうです。雅さんの作品は、右の写真のようにポスターに成り全国に掲示
されるそうです。また、7日には、同じ作品で沖縄県知事賞も受賞しまし
た。本日、名護市長へ表敬訪問もする予定です。雅さんは、将来、福祉関
係の職業に就きたいそうです。ダブルの受賞おめでとうございました。

表彰式の様子 内閣府HPより

12月3日～9日は「障害者週間」となっており、本校の4年生が、7日・８日の2日間、総合学習（サンサンタ
イム）で福祉体験学習を行いました。名護市福祉協議会と北部自立生活センターキララ（希輝々）の皆様を
講師に迎え、アイマスク体験と車いす体験を行いました。両体験とも、障害のある側と介助する側の双方の立
場に立った体験を行いました。普段は、何とも感じない段差やスロープが予想以上に厳しく、不安になること
が多かったようで、この体験を通して、障害がある人への声かけが大切だということを学んだようでした。子
どもたちにとって貴重な学習となりました。ご協力くださった皆様、本当にありがとうございました。



12月１１日第1回アマチュアボクシング心大会において4年
生の比嘉海心さんが優勝したことを報
告に来てくれました。輝くチャンピオン
ベルトがとてもかっこいい


